
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
杉
野
原
の
御

田
舞
が
、
有
田
川
町
杉
野
原
区
の
雨
錫
寺
（
う
じ
ゃ
く
じ
）
阿
弥

陀
堂
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
に
お
い
て
、
本
年
2
月
11
日（
火
）

午
後
1
時
か
ら
奉
納
さ
れ
ま
す
。

「
御
田
」
と
は
神
社
や
御
堂
で
一
年
の
稲
作
の
生
産
過
程
を
模

倣
的
に
演
じ
る
事
に
よ
り
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
神
仏
に
祈
願

す
る
行
事
で
、
全
国
的
に
も
大
変
貴
重
な
も
の
と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
冒

頭
で
行
わ
れ
る
「
裸
苗
押

（
は
だ
か
な
え
お
し
）」は
、

褌
姿（
ふ
ん
ど
し
す
が
た
）

の
男
達
が
円
陣
を
組
ん
で

大
火
鉢
の
周
り
を
回
る
舞

で
、
杉
野
原
の
御
田
舞
の

特
徴
を
な
す
大
変
勇
壮
な

も
の
で
す
。

４
０
０
年
以
上
続
く
歴

史
あ
る
伝
統
芸
能
を
ぜ
ひ

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

あ
ら
ぎ
島
周
辺
の
清

水
区
や
三
田
区
で
は
、

節
分
の
2
月
3
日
に

「
鬼
追
い
ド
ン
ド
（
鬼

の
口
焼
き
）」
と
呼
ば

れ
る
特
徴
的
な
火
焚
き

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
夕
方
に
近
所
の
数

軒
の
家
が
、
山
で
採
っ

て
き
た
ゴ
ン
パ
チ
（
イ

タ
ド
リ
）
の
枯
柴
を
持

ち
寄
り
、
道
の
辻
や
近
く
の
畑
に
積
み
上
げ
て
焚
き
ま
す
。

ゴ
ン
パ
チ
は
焚
き
上
げ
る
と
節
が
破
裂
し
て
、
爆
竹
の
よ
う

に
パ
ン
パ
ン
と
威
勢
よ
く
音
を
立
て
な
が
ら
燃
え
る
の
で
、
こ

の
音
に
鬼
が
驚
い
て
邪
気
を
祓
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ン
ド
の
火
に
当
た
る
と
無
病
息
災
に
な
る
と
言
わ
れ
、
と

く
に
足
や
腰
・
お
腹
な
ど
身
体
の
悪
い
部
分
を
あ
ぶ
る
と
よ
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ン
パ
チ
の
木
や
コ
ウ
ゾ
の
木
の

先
に
ダ
イ
コ
ン
の
輪
切
り
と
イ
ワ
シ
の
尾
頭
を
竹
串
で
刺
し
、

こ
れ
を
焚
き
火
に
か
ざ
し
て
炙
り
、
家
の
門
に
刺
し
て
お
く
と

悪
事
災
難
が
入
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

清
水
行
政
局
前
（
紀
陽
銀
行
跡
地
）
で
は
、
2
月
3
日（
月
）

午
後
5
時
頃
か
ら
8
時
半
頃
ま
で
、
し
み
ず
中
央
商
店
会
主
催

の
鬼
追
い
ド
ン
ド
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

杉
野
原
の
御お
ん
だ
の
ま
い

田
舞

番
外
編

鬼
追
い
ド
ン
ド

●
〒

６４３‐００２１ 和
歌

山
県

有
田

郡
有

田
川

町
下

津
野

2018 -4
●

有
田

川
町

役
場

総
務

課
　

TEL 0737
−

52
−

2111
広

報
 有

田
川

  2
0

1
4

.2
 vol.9

8




